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52 53 54 55 56 57 58 59 60 備考
第1次 8 8 8
第2次 8 8 8
第3次 6 6 6
第4次 8 8 8
第5次 10 10 10
第6次 3 3 3
第7次 4 4 4
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年次 調査の内容（記号は実施要領による） 採録時間 解説・文字化時間
1年次
①老年層の男女各1人による対話，又は，男
　女を含む3人の会話（アー（1））
②老年層の男性2人の対話，又は，老年層の
　男性3人の会話（アー（2））　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
10
2年次
①　目上の者と目下の者の会話（男性2人）（ウ）
②老年層の女性2人の対話，又は，老年層の
　女性3人の会話（アー（3））
10
?
3年次
①老年層と若年層との会話（イ）
②場面設定の会話（エ）
③　民話（オ）
　（民話が収録できないときは，（注）参照。）
10
??
計 30 9
（注）
　民話の適当な語り手が存在しない場合などのため，収録が不可能な地点は，老年層
の男性（目上）と老年層の女性（目下）の2人の対話を収録する。その際の話題は自
由であるが，長上者に対する女性の丁寧な表現が収録できるよう配慮していただきた
いo
2　調査報告書の提出部数
（D　録音テープ
　　　正……収録した生のテープ
　　　副……文字化部分のテープ（正テープより文字化部分を複製したもの。）
②　文字化原稿
　　　正……手書き原稿　　1部
　　　副……正のコピー　　2部
部???
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3　調査報告書の様式等
（1）録音テープの記録票
○　○　県
NO．正　　一
　　　一〇
（副）．．，．＿＿一．．．．．．一．．．．．．
1　採録地点
各地方言収集緊急調査録音記録票
??
補助要項
の記号
　A，
＾
「???
2　採録年月日
3　話題・時間 A面
（
）分
B面
（
）分
4　話者
5　採録機種
　テープのケー
ス箱に張り付
けるようにし
てください。
②　文字化原稿の表紙
　文字化原稿は，各調査地点ごとに，（1）録音内容記録票，（2）収録地点とその方言の特
色等解説（初年次のみ），（3）録音文字化原稿の順で表紙（B4板目紙）を付けて綴って
ください。
○ ○
○○県（昭和　　年度）
各地方言収集緊急調査
　　文字化原稿
（正）
又?
?
調査地点　　○○○○
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（3｝文字化原稿の用紙
　①録音内容記録票
　②方言資料割付用紙
　③方言調査解説用紙
｝一・お・）
（用紙の印刷発注にっいては，国語課でまとめて行いますので必要部数を御連絡くだ
さい。）
4　文字化原稿の記入にっいて（国語研・言語変化研究部でまとめたもの）
（1）原稿用紙には，「方言資料割付用紙」と「方言資料解説用紙」の2種類があり，「割
　付用紙」には録音内容の文字化と標準語訳を，「解説用紙」には収録地点の概観，収
　録方言の特色，表記法についての説明，文字化内容にっいての注記などを記入する。
②　原稿用紙への記入は黒インキを用いる。（青インキは不可。）
割付用紙への記入
①割付用紙の第1ページには，タイトル（録音内容を代表するようなもの），話し手
　の略号・氏名・性・生年を記入し，一段あけて，録音内容の文字化・標準語訳を記入
　する。（記入例参照）
②割付用紙の左端のill：：⊃には話し手の略号を記入する。
③カウンターつきの録音機を使用した場合は，その番号を要所要所に鉛筆で薄く記入
　しておいていただきたい。
④文字化の表記にっいて
　ア　文字化は文節単位の分かち書きとし，各センテンスの末尾に句点「。」「，」を打
　　っ。読点は文字化部分には原則として付けない。なお，談話文における文の認定は
　　方法論的に多くの問題があるが，あくまで便宜的なものとしておく。
　イ　改行は話し手が交替した部分で行う。
　ウ　文字化は原則として表音的力タカナ表記による。これは，利用者の便宜，文字化
　　作業の能率などを考慮してのことである。ただし，対象とする方言の性格によって，
　　カナ表記では特殊な字母を多数必要とし，かえって煩雑になると判断される場合は，
　　国際音声字母による表記を用いてもよい。徹底した音韻（音素）表記は採らない。
　　これは，音韻レベルの表記では捨象されることのある特徴的な方言音声や，自然会
　　話にしばしば現われる無造作な発音，また，標準語的な発音の混入などを，解釈を
　　加えずに，音声学的に記述しようとする意図による。なお，カナはあくまでも簡略
　　音声表記として使用するわけであるから，それぞれのカナで表わす具体的音声の範
　　囲については，解説（表記法の項）で説明しておいていただきたい。
　工　長音，鼻音，あるいは特徴的な方言音声を力タカナによって表わす場合，原則と
　　して次の方式によってほしい。
　　（ア）長音には「一」の印を用いる。
　　　　　　例　オハヨー
　　（イ）　ガ行鼻音は，カ゜キ゜グ…のように表わす。
　　　　　　例カカ゜ミ［ka弓ami］（鏡）
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　　（ウ）鼻音化には「ン」（上っき小字のン）を用いる。
　　　　　例マンド［mゴdo］（窓）
　　　　　　　カンゴ［ka卸go］（籠）　　一高知方言など一
　　（エ）合拗音の［kwa］［gwa］はクワ，グワのように表わす。
　　　　　例　クワジ［kwa3i］（火事）　　一九州方言など一
　　（オ）　［∫e］［d3e］はシェ，ジェのように表わす。
　　　　　例　シェナカ［∫enaka］（背中）　　一九州方言など一
　　（カ）　［ti］［di］はティ，ディ，［tu］［du］はトゥ，ドゥのように表わす。
　　　　　例　トゥキ［tuki］（月）　　一高知方言など一
　　（キ）　［Φa］［Φi］［Φe］…はファ，フィ，フェのように表わす。
　　　　　例　フェンビ［Φビbi］（蛇）　　一奥羽方言など一
　　（ク）　［je］の音はイェで表わす。
　　　　　例　イェダ［jeda］（枝）　　一九州方言など一
　　（ケ）　［司［k缶］［s毘］…はアェ，カェ，サェのように表す。
　　　　　例　アカェー［ak缶：］（赤い）　　一岡山方言など一
　　（コ）　［ε］［kε］［sε］…はエァ，ケァ，セァのように表わす。
　　　　　例　アゲァ［agε］（赤い）　　一奥羽方言など一
　　　　上に示した以外の特殊な音声の表記は報告者が適宜くふうするか，あるいは，
　　一般的な字母を使用しておき，そのつど注記欄で説明する。
　　　　　例キモノ（注）→注［kc五mono］
　オ　アクセント，文末イントネーションの記述の有無は，その表記法を含め，担当者
　　にまかせる。
　力　発音や録音が不明瞭なたあ聴き取りが困難な箇所には　　線を付けておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　例　カステクレァー
　キ　幾様にも聞こえる場合には仮にそのうちのひとっを　　線付きで記述し，他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　「聞こえ」を記述欄に記す。
　　　　　例カステクレァー（注）→注「カステケロエ」または
　　　　　　　　　　　　　　　　　　「カステケロヤ」とも聞こえる。
　ク　聴き取りが困難な箇所はなるべく話者や現地協力者にあたって確かめる。ただし，
　　最終的には文字化担当者がそのように聞こえると判定した結果を記述する。話者な
　　どが主張する（意識する）発言内容と録音された音声の「聞こえ」とが一致しない，
　　すなわち，話者が主張するようにはどうしても聴き取れない場合もありうるが，こ
　　のような場合には，文字化担当者に「聞こえる音声」を　　線付きで記述し，話者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　などが主張する内容は注記欄に記す。
　　　　　例　ボカー（注）→注話者は「ボクワ」と言っていると主張。
　ケ　最終的に聴き取り不能の箇所には，　　線のみを記しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤言いよどみ，言いかさなり，言いなおし，笑い声など。
　ア　言いよどみは，その末尾に…線を付ける。
　　　　　例オフロサキカ。タベルノサキ…。
　イ　発言の途中で他の者が口をはさんだ場合には，次のように（）を利用し，発言
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　　が重複する部分に＿線を付ける。
　　　　　　例Aヒルママデマズスコ゜トモオエッカラッテ
　　　　　　　（B　ンダケンド　オレァー）　アト　スク゜イ　モッテクッカラ
　ウ　重複部分が長い場合や，一人の発言が終わらないうちに他の者が話しはじめたよ
　　うな場合には，改行して，重複部分に　　線を付ける。
　　　　　　例Aアーバサマオチャダシェヱー　　　　　　　　　－　　　　　　　　B　イヤ　イソカ゜スィンダテ　キョーノー
　工　言いかけて，それを言いなおした場合には，言いかけた部分に。．＿×を付ける。
　　　　　　例アノーワズカナゴゴジュー
　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　メ　　ア　　　　　　　　　　　ゴジューエングラェージャッタカナー。
　オ　笑い声などは文字化本文中に（）に入れて記す。
　　　　　　例　ウレシーナー　（笑）
⑥標準語訳は漢字平がなまじりの表記とし，それぞれの文節に対応する逐語訳を心が
　ける。逐語訳であるたあに全体の文脈がつかみがたいと判断される場合には，注記欄
　でさらに説明する。文末詞や待遇表現などは訳のっけかたがむずかしいが，標準語訳
　はあくまでも内容理解の手がかりと考え，訳しかたが問題となるような箇所について
　は，なるべく詳しい注記を付けるよう心がける。
⑦注記にっいて
　ア　「割付用紙」には注記番号のみを（）に入れて記し．注記内容は「解説用紙」
　　に記入する。
　イ　注記は，音声的特徴，基本的な語形（無造作な発音により語形が崩れている場合
　　など），方言形の意味・用法・語源，民俗的事象（話題にのぼった民具・行事など），
　　文脈のねじれ，標準語訳にっいての補足，話し手の動作（うなずき・手ぶりなど）
　　などにっいて行う。とくに，方言形の意味・用法にっいては，できるだけ多くの箇
　　所に注を付けてほしい。
解説用紙への記入
　解説用紙には次の事項を記入する。
A　収録地点とその方言について
　1　地点名
　2　収録地点の概観（位置・交通・地勢・行政区画の変動・戸数・人口・主な産業など）
　3　収録した方言の特色
　　①方言区画上の位置・隣接諸方言との関係
　　②音韻上の特色（モーラ表・音声的特徴）
　　③文法上の特色（要点のみ。箇条書き）
　4　その他（地点選定の理由，協力者の氏名，協力内容など）
B　表記について
　それぞれの符号（カナ・音声符号）で表わす具体音声の範囲，特殊な表記について
の説明，判断に迷った微妙な音声の処理原則など。
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C　収録内容の概説，注記など
　1　タイトル（「割付用紙」の冒頭に記したもの）
　2　録音年月日
　3　録音場所
　4　話し手の氏名・性・生年・職歴・役職歴・居住歴・言語的特徴（方言保有度・話
　　し好きかどうか・早口か等）など。　　（話し手の性・生年は割付用紙にも記入）
　5　録音環境（同席者・話の進行状況・場の雰囲気など）
　　　なお，A，　B，　Cはそれぞれページを改めて記入する。　Cはタイトルが変わる際に
　　改ページを行う。
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「全国方言談話データベース」について
　「各地方言収集緊急調査」報告資料は，方言の使用実態を解明する貴重なデー
タであるとともに，急速に失われっっある各地の伝統的方言を，文化財として
記録・保存するという意味においても意義のあるものである。
　いくっかの教育委員会が，この資料の一部を用いて，独自に報告書を刊行し
ている。ただし，市販されているわけではないので，一般には入手しにくい。
また，その形態は印刷物であり，電子化された文字化テキストを備えたものは
ない。録音テープを添付しているものも少数である。その他の資料については，
未公開であった。
　その後，「各地方言収集緊急調査」報告資料は，文化庁から国立国語研究所に
移管された。国立国語研究所では，受け継いだ録音テープ・文字化原稿を有効
に利用するために，膨大な報告資料を整備して，方言談話の大規模なデータベー
スを作成し，公開するという計画を開始した。
　平成8（1996）～12（2000）年度には，一般研究課題「方言録音文字化資料に関す
る研究」において，報告資料の一部を用いたケーススタディ的研究を行った。
担当研究室は，情報資料研究部第二研究室，担当者は，井上文子であった。所
外研究委員として，真田信治氏（大阪大学大学院文学研究科，元国立国語研究
所）に委嘱を行った。
　平成13（2001）～17（2005）年度は，「日本語情報資源の形成と共有のための基
盤研究」というプロジェクトの一環として，全国方言談話データベースの作成
と公開に取り組んだ。担当部門・領域は，情報資料部門第二領域，担当者は，
井上文子（情報資料部門第一領域）であった。所外研究委員として，佐藤亮一
氏（元東京女子大学現代文化学部，元国立国語研究所），江川清氏（広島国際
大学人間環境学部，元国立国語研究所），田原広史氏（大阪樟蔭女子大学学芸
学部），真田信治氏（大阪大学大学院文学研究科，元国立国語研究所）に委嘱
を行った。
　平成18（2006）年度からは，「日本語に関する蓄積資料の整備」というプロジェ
クトの一環として，全国方言談話データベースの作成と公開に取り組んでいる。
担当部門は，情報資料部門資料整備グループ，担当者は，井上文子（情報資料
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部門資料整備グループ）である。所外研究委員として，佐藤亮一氏（元東京女
子大学現代文化学部，元国立国語研究所），江川清氏（広島国際大学人間環境
学部，元国立国語研究所），田原広史氏（大阪樟蔭女子大学学芸学部），真田信
治氏（大阪大学大学院文学研究科，元国立国語研究所）に委嘱を行っている。
　その一方で，平成9（1997）～13（2001）年度には，作成データベース名「全国
方言談話資料データベース」，作成委員会名「全国方言談話資料データベース作
成委員会」として，また，平成14（2002）～18（2006）年度には，作成データベー
ス名「全国方言談話データベース」，作成委員会名「全国方言談話データベース
作成委員会」として，科学研究費補助金研究成果公開促進費（データベース）
の交付を受け，音声資料，文字化資料を電子化する作業を進めた。作成委員長
は，佐藤亮一氏（元東京女子大学現代文化学部，元国立国語研究所）であり，
「各地方言収集緊急調査」当時，国立国語研究所言語変化研究部第一研究室室
長として，調査の計画段階から指導・助言にあたり，調査および報告資料の全
体像を把握していた。作成委員としては，江川清氏（広島国際大学人間環境学
部，元国立国語研究所），田原広史氏（大阪樟蔭女子大学学芸学部），井上文子
（国立国語研究所情報資料部門資料整備グループ）が担当した。平成13（2001）
年度から，「全国方言談話データベース」の公開を開始している。
　なお，このデータベースの作成事業で受けた，科学研究費研究成果公開促進
費（データベース）は下記のとおりである。
年度 課題番号 補助金交付額
平成9年度 57 1，800，000円
平成10年度 64 1，800，000円
平成11年度 501027 1，800，000円
平成12年度 128032 2β00，000円
平成13年度 138031 4，600，000円
平成14年度 148034 5，200，000円
平成15年度 158043 6，100，000円
平成16年度 168037 7，000，000円
平成17年度 178036 6，500，000円
平成18年度 188023 6，600，000円
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　「各地方言収集緊急調査」報告資料については，日本全国の47都道府県でそ
れぞれ5地点程度，計200地点あまりにおける，約4000時間にも及ぶ方言談話
の録音テープと，その一部を文字化した原稿が残されている。昭和52（1977）～
60（1985）年度当時の老年層話者の自然談話が中心であるので，現在においては
急速に失われっつある伝統的方言が比較的よく残されているものであると考え
られる。
　これらの報告資料をすべてデータベース化するのが理想ではあるが，膨大な
資料を一気にデータベース化するのは困難であるので，段階的に公開を行うこ
とにする。
　今回刊行するr全国方言談話データベース』では，まず，第一段階として，
各都道府県にっき1地点，計47地点の老年層男女の自然会話を選び，その地の
伝統的方言がもっともよく現れていると思われる部分を30～50分程度データベー
ス化した。
　データベース化のためには，次のような作業が必要であった。
①録音テープには，正が1本，副が2本ある。正は収録したオリジナルのテー
　プ，副は正より文字化部分のみを編集したもので，いずれも60分または90分
　のカセットテープである。正をデジタル化し，複製を作成する。
②文字化原稿には，正が1部，副が2部ある。正は，文化庁指定のB4判の用
　紙を使用した手書き，副は正のコピーである。正の文字化，共通語訳をパソ
　コンにテキストデータとして入力する。この時点では，できる限り正の文字
　化原稿に忠実に行う。
③文字化原稿の収録地点，話者，談話内容，状況記録などの確認をし，その文
　字化原稿に対応する録音テープの録音状態などの確認を行う。
④今回刊行するものでは，老年層男女の自然談話のうち，各都道府県にっき1
　地点30～50分をめやすとして，データベース化部分に選定する。
⑤データベース化する部分の，文字化テキストと，それに対応するデジタル化
　した録音音声を抽出する。
⑥音声データをもとに，文字データの明らかな誤りなどを修正する。原則とし
　ては原資料の文字化原稿に従って行うが，見やすさを優先させたり，全体の
一 286一
　統一を図ったりするため，必要に応じて変更を加える。この作業は，その地
　域の方言を専門とする研究者に依頼する。
⑦記号の種類と使い方，句読点，分かち書きなどにっいて，凡例を作成する。
　『全国方言談話データベース』における表記・形式は，見やすさや全体の統
　一のため，必要に応じて変更を加えているので，「各地方言収集緊急調査」
　当時のマニュアルに記載されているものとは部分的に違いが生じている。
⑧文字化データに沿う形で，注記を整える。原則としては原資料に従って行う
　が，場合に応じて最低限の変更を加える。
⑨収録地点の概観，方言の特色などの解説にっいては，原則としては原資料に
　従って行うが，全体の統一を図るため，表記・章立てなどにっいて，最低限
　の変更を加える。
⑩調査の概要，収録した談話内容・地点・場所・日時などの情報，話者の性別・
　年齢・職業などの情報をまとめる。
⑪校正を行った文字データをもとに，文字化と共通語訳を2段組に対照させた
　ファイルを作成する。さらに，それをpdfファイルにする。
⑫文字化と共通語訳を2段組に対照させたファイルを用いて，文字化のtextファ
　イル，共通語訳のtextファイルを作成する。
⑬音声データは，サンプリング周波数22．050kHz，量子化ビット数16bitでデジ
　タル化して，音声ファイル（wave形式）を作成する。そして，それを，文
　字化と共通語訳を2段組に対照させたページに従って，ページ単位に切り，
　文字化・共通語訳のpdfファイルにリンクさせる。
⑭CD－ROMは、データベースソフトを利用して，文字化・共通語訳の文字列
　による検索，話者による検索などができるようにする。
⑮CDには，トラックに区切った談話全体の音声を収録する。
⑯録音テープ・文字化原稿が所在不明の地点にっいては，必要に応じて，現地
　に赴き，収録担当者・教育委員会・図書館・関係者の協力を仰ぎながら，入
　手に努める。
⑰「各地方言収集緊急調査」の話者・収録担当者・文字化担当者・解説担当者
　などには，可能な限り，文書でデータ公開の通知と確認を行う。
⑱作成過程において，ある程度のデータが蓄積された段階で，CD－ROM，ま
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　たは，音声はカセットテープ・MD，文字はFDを媒体とした試作版を作成
　し，モニターに依頼して意見・要望を求あ，データベースに反映させる。
⑲検索情報の整備，検索マニュアル，利用規程などの作成を行う。
　『全国方言談話データベース』全20巻の各巻は，冊子，CD－ROM，　CDから
成り，方言談話の音声（waveファイル），文字化（カタカナ表記，　textファイ
ル），共通語訳（漢字かなまじり表記，textファイル），文字化・共通語訳を2
段組に対照させたもの（冊子，pdf）などを収録している。従来にはあまりな
かった，音声，文字化，共通語訳の電子化データを備えているので，研究や教
育のために加工して，自由に検索することができるという特徴がある。
　刊行にあたっては，国立国語研究所における『全国方言談話データベース』
刊行物検討委員会で最終的なチェックを行った。委員長として，熊谷康雄（情
報資料部門），委員として，熊谷智子（研究開発部門言語生活グループ），三井
はるみ（研究開発部門言語問題グループ），井上優（日本語教育基盤情報セン
ター用例用法グループ），井上文子（情報資料部門資料整備グループ）が担当
した。
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刊行計画は下記のとおりである。
書名：「国立国語研究所資料集13－1～20全国方言談話データベース日本の
　　ふるさとことば集成』　全20巻
各巻：冊子1冊A5判約250ページ，　CD－ROM　1枚，　CD　1枚
巻数 巻名 ISBN
第1巻 北海道・青森 978－4弓36－04361－0
第2巻 岩手・秋田 4－336－04362－0
第3巻 宮城・山形・福島 4－336－04363－9
第4巻 茨城・栃木 4－336－04364－7
第5巻 埼玉・千葉 4－336－04365－5
第6巻 東京・神奈川 4－336－04366－3
第7巻 群馬・新潟 4－336－04367－1
第8巻 長野・山梨・静岡 4－336－04368－X
第9巻 岐阜・愛知・三重 4－336－04369－8
第10巻 富山・石川・福井 4－336－04370－1
第11巻 京都・滋賀 4－336－04371－X
第12巻 奈良・和歌山 4－336－04372－8
第13巻 大阪・兵庫 4－336－04373－6
第14巻 鳥取・島根・岡山 978－4－336－04374－0
第15巻 広島・山口 4－336－04375－2
第16巻 香川・徳島 4－336－04376－0
第17巻 愛媛・高知 4－336－04377－9
第18巻 福岡・大分・宮崎 978－4－336－04378－8
第19巻 佐賀・長崎・熊本 978－4－336－04379－5
第20巻 鹿児島・沖縄 978－4－336－04380－1
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